
　
九
月
六
日
　
つ
づ
き

　
十
三
時
カ
ル
テ
ィ
エ
社
来
。
カ
ル
テ
ィ
エ
社
の
本
を
い
た
だ
く
。
ブ
ラ
ン

ド
の
歴
史
と
い
う
の
も
興
味
津
々
だ
な
あ
。
十
三
時
半
嘉
納
先
生
と
稲
門
建

築
会
の
件
。
十
五
時
明
日
の
渡
辺
邸
で
の
ス
ラ
イ
ド
会
準
備
。
十
七
時
前
終

了
。
ド
シ
ャ
降
り
の
中
を
世
田
谷
に
帰
る
。

　
九
月
七
日

　
午
前
中
地
下
。
ス
タ
ッ
フ
と
話
す
。
い
つ
も
独
人
言
み
た
い
な
状
態
だ
が
、

時
々
独
人
言
で
さ
え
も
新
し
い
考
え
が
生
ま
れ
る
事
が
あ
る
か
ら
。
十
八
時

杉
並
渡
辺
邸
「
唐
桑
臨
海
劇
場
」
ス
ラ
イ
ド
会
。
六
〇
人
位
の
人
が
集
ま
っ

た
。
渡
辺
さ
ん
の
人
徳
だ
ろ
う
。
一
九
八
八
年
か
ら
の
ア
ノ
六
年
間
は
私
に

と
っ
て
は
大
き
な
無
駄
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
や
っ
て
し

ま
っ
た
事
の
全
部
は
無
駄
と
言
え
ば
無
駄
だ
し
、
そ
う
で
な
い
と
言
え
ば
そ

れ
迄
の
事
。

　
九
月
八
日
　
日
曜
日

　
昔
の
抒
情
歌
唱
曲
に
は
気
品
が
あ
っ
た
な
。
俺
の
友
人
達
も
皆
変
だ
け
れ

ど
一
様
に
気
品
の
カ
ケ
ラ
は
あ
る
な
。

　
九
月
九
日

　
朝
九
時
過
高
橋
工
業
来
世
田
谷
。
地
下
で
打
合
わ
せ
の
後
富
士
山
へ
。
聖

徳
寺
現
場
。
墓
の
最
終
サ
ン
プ
ル
施
主
立
会
い
の
許
見
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
製

で
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
八
八
台
地
面
に
埋
ま
っ
て
い
る
感
じ
。
ど
う
な
る

こ
と
や
ら
。
し
か
し
、
墓
地
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
こ
れ
位
の
事
は
し
な
く
て
は
。
ザ
ン
ザ
降
り
の
中
世
田
谷
に
帰
る
。

今
年
の
天
気
は
狂
っ
て
る
と
し
か
思
え
な
い
。
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
の
雨
を

思
い
起
こ
す
な
。
新
世
紀
に
本
格
的
な
世
紀
末
が
到
来
し
て
い
る
。
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